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育成塾　講師

05 06

講座日程

1976年、釧路高専電子工学科を卒業、その後、関西大学大学院法務研究科を修了。1985年弁理士
登録、1988年特許事務所を開設。電気・ソフトウエア分野を専門としています。発明協会「ソフトウ
エア特許の明細書」、青林書院「特許実用新案の法律相談」、新日本法規「インターネットの法律問
題」などを執筆しています。

明細書を作成したことがない方や初心者を対象に、明細書作成の基礎からソフトウエア・ビジネスモデル・ＡＩの明細書作成まで、順を追って課
題を作成しながら学びます。電気・電子関係の技術的バックグラウンドがなくても、学べるように講義内容を構成しています。参加された方が、
将来、一流のプロとなれるように、その手助けができればと考えております。
一流のプロと普通のプロの違いは、仕事中だけでなく、時間があれば対象について考えているかどうかにあります。明細書が上手に書けるよ
うになるには、発明の核心を見つけだしたり、権利範囲についてシミュレーションしてみたり等、いろいろと考えることが重要です。普段から考
えるくせがついていれば、少しずつでも着実に上達しますね。考えることが楽しくなるように仕事を楽しむことも大切です。他の塾生と刺激し
あいながら、知っていることは教える、知らないことは聞くというスタンスで、考えるポイントや上達する方法を学んでください。

古谷 栄男先生
電気・ソフトウェア コース

講師からひとこと

（登録番号：9295）

古谷国際特許事務所

講師プロフィール

講義
内容

講義
内容

第１回～第３回の一部を使って、明細書作成のための講義を行います。発明者インタビュー、出願方針決定、請求
項方針決定、請求項作成、明細書作成の順で、取り組んでいきます。発明者による発明届出書を事前に提示し、塾
当日に受講生同士での討論を行って、請求項作成まで行います。講師による請求項の添削を経て、添削済請求項
に基づいて、明細書の作成を自宅課題とします。塾生全員が提出した明細書を読んで各人の参考にしてもらいま
す。それぞれの塾生に対しては、作成された明細書について、私の方で簡単な添削を行って返却します。次の回の
塾当日には、私の方で明細書についての総評を行います。明細書作成に慣れてもらうために１回の講座日程にて１
つの明細書を完成させる程度のペースで進める予定です。日用品、電気回路、ソフトウエアなどを題材とします。
明細書の自宅課題とは別に、明細書作成に必要な１５の力のうち、特に、クライアントへの説明力をつけるための
小問課題を提出してもらいます。

第１クールよりも少し複雑な題材を扱います。概ね、２回の講座日程にて、一つの明細書を完成させる課題も含ま
れます。ソフトウエア、ビジネスモデル、ＡＩ、通信方式などを題材とします。第１クールにて学んだ内容を、明細書
作成に反映できるように検討を行います。また、明細書作成に反映させるため、意見書・補正書などの中間処理の
解説をいたします（進行の都合上、解説動画の配布となることがあります）。
引き続き小問課題を自宅学習として提出してもらいます。作成してもらった明細書をベースとした小問も加えて
いきます。
詳細な運営方針は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を参照してください。これには、「明細書作成の
ための１５の能力」も記載していますので、参加希望の方は一読しておいてください。

6 月 日

月 日

6 月 日

月 日

7 月 日

月 日

7 月 日第１クール 日 日 日 日

日日 日 日

9 月 日

月15日
10月 日

月29日
10月18日

月13日
第2クール

日 日 日

日日 日

月 1日 日

日

13:00～18:30（この間の５時間、延長の場合有）講義時間 :

※右記QRコードで参照頂けます。

8 8 16 8

1120 4
11 11 12

21 197 5
2 30 （予備日）9月13日

（予備日）
2027年1月10日

http://www.furutani.co.jp/ikusei.html

講座日程

昭和４７年、広島大学工学部醗酵工学科を卒業。昭和４７年～平成１年まで、化学・製薬企業にて新薬
の開発業務、特許業務を担当。昭和６２年、弁理士試験に合格し、平成２年、特許事務所を開設、現在
に至る。化学・バイオ分野が専門。
日本弁理士会の実務修習講師、日本知的財産協会の研修講師、改訂11版「化学・バイオ特許の出願
戦略」

明細書は、講義による一般的事項の習得だけでは書けません。最初は、まねることから始まり、実際に書いていく中で、作成のノウハウや考え
方などを、自らつかんでいくものと考えます。その意味で、教えてもらうという考えは捨てて、実際に書き、議論する中で、自らの努力で自分な
りのノウハウなどを見つけ、習得するという姿勢で臨んで欲しいと思います。明細書を如何に作成するかは、弁理士にとって永遠の課題です。
活発な議論をしながら、一緒に勉強したいと思います。
本コースの特徴は、塾生による参加型の演習を行う点です。

細田 芳徳 先生
化 学 コース

講師からひとこと

（登録番号：9583）

細田国際特許事務所

講師プロフィール

（この間の５時間、延長の場合有）13:00～18:30講義時間 :

講義
内容

講義
内容

第１クールは基礎編であり、クレーム表現、明細書作成の考え方、作成テクニック、実施例・比較例のデータの読み
方などの基礎的事項の習得を目標とする。演習は４種あり、演習Ａは各種のクレーム表現、類似表現と権利解釈上
の違い、権利範囲の広狭など、クレーム表現の僅かな違いがもたらす問題点など、もっぱらクレームに関連する
種々の問題点を議論し、習得する。演習Ｂは明細書を書く演習であり、クレーム作成や明細書作成など、実際に書
いてみることに重きを置いた演習である。演習Ｃは明細書の作成において重要な各種の基礎的事項、例えば、発
明把握、３６条、明細書の記載表現のあり方などを検討する。演習Ｄは実施例・比較例のあり方演習であり、発明者
原稿に対しどのようなデータ追加が必要であるのか、むしろ削除すべきデータはどれか、などを種々の想定事案
の中で、議論し、発明者にどのような追加実験を依頼すべきかといった、実務的なセンスを磨くための演習であ
る。演習Ａと演習Ｄを柱として、みっちりと基礎的事項を習得する。もちろん、毎回、自宅での宿題もあり、ハードな
研修である。

第２クールも４種の演習を行うが、第１クールよりも一段と過酷である。第１クールと大きく異なる特徴点は２つあ
る。１つ目は、実際に作成した明細書（毎回、自宅での宿題）を中間処理でもみ、権利行使の場でたたかれる、とい
う実際の実務状況を想定した対立構造（出願人ｖｓ審査官、特許権者ｖｓ侵害者など）での議論を通じて、塾生の作
成した全員の明細書を対比、評価し、弱点、問題点などを認識し、反省できるような演習を行う。例えば、拒絶理由
に対し、減縮補正をしたい場合に、補正の根拠の記載があるＡさんの明細書では補正が可能であるが、Ｂさんの
明細書では補正が困難で対応困難となるといったこと、また、権利行使において、Ａさんの明細書であれば、強く
権利主張できるが、Ｂさんの明細書では主張が弱くなるなど、日頃の実務を再現するような演習を行う。また、２つ
目は、作成した明細書を総合的にチェックし、何が足りないのか、どのような点で整合性がないのか、実施例での
サポートはどうか、どの記載がまずいのかなどをチェックする演習を行う。これにより、「完成度のより高い明細書
の作成」を目指す。これらのクールを修了することで、化学の明細書の作成センスが身に付くものと思っている。
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月 日
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月 日
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